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C H A P T E R 1
リリース 14.0の新機能

•ビルド番号, on page 1
•新規および更新済み機能, on page 2

ビルド番号

ビルド番号バージョン

14.0.3.306553VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0(3)

• Cisco JVDI Agent

• Cisco JVDI Client

14.0.2.306216VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0(2)

• Cisco JVDI Agent

• Cisco JVDI Client

14.0.1.305989VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0(1)

• Cisco JVDI Agent

• Cisco JVDI Client

14.0.0.305549VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0

• Cisco JVDI Agent

• Cisco JVDI Client
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新規および更新済み機能

14.0(3)
このリリースには、バグ修正とマイナーな機能拡張が含まれます。詳細については、リリース

14.0(3)で解決済みの問題（26ページ）を参照してください。

サポートされるプラットフォーム

• Microsoft Windows 11

• Apple macOS 12

• Unicon eLux RP 6 2104 LTSR

VDIインフラストラクチャビルド

• Citrix仮想アプリケーションおよびデスクトップ 7 CR 2112

• Citrix仮想アプリケーションおよびデスクトップ 7 LTSR 1912 Cu4

• Citrix Xendesktopおよび XenApp 7.15 LTSR Cu8

• VMware Horizon 2111 (8.4)

Citrix仮想アプリケーションおよびデスクトップに関する重要なお知らせ

Citrix仮想アプリケーションおよびデスクトップ 7 2109以降、「仮想チャネル許可リストポリ
シー」がデフォルトで有効になっています。最適化モードが正しく動作するように、（Cisco仮想
チャネルを追加することにより）最初に JVDIに対してこのポリシーを構成するか、またはこのポ
リシーを無効にします。

CISCO,C:\Program Files (x86)\Cisco Systems\Vxc\hvdagent.exe

新しい JVDI構成パラメータ

ENABLE_BFCP_DESKTOP_SHARE—Windowsおよび Linux用の JVDIクライアントに適用

CSCwa33411を修正するために追加されました。このパラメータは、必要に応じて BFCP画面共
有を無効にするのに役立ちます。

このパラメータは、JVDIクライアントのcisco.confで設定します。Windowsでは、cisco.conf
は C:\Program Files\Cisco Systems\Cisco VXMEまたは C:\Program Files
(x86)\Cisco Systems\Cisco VXMEにあります。Linuxでは、cisco.confは /etc/にあり
ます。

• true（デフォルト）：BFCP画面共有を有効にします

• false：BFCP画面共有を無効にします

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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新しい Jabber設定パラメータ

EnableVDIFullScan：Jabber for Windows 14.0.4に適用

CSCvz75206用に追加されました。このパラメータを使用するには、Jabber for Windows 14.0.4で
JVDI 14.0.3を実行する必要があります。

特定のサードパーティアプリケーションウィンドウが Jabber会話ウィンドウに近い場合、プレ
ビュー、リモートビデオ、およびリモート共有ディスプレイが灰色で表示されることがあります。

この問題が発生した場合は、このパラメータを有効にします。

• true：JVDIのフルスキャンを有効にして、ディスプレイの問題を修正します。

• false（デフォルト）：標準の Jabber動作を維持します。

14.0(2)
このリリースには、バグ修正とマイナーな機能拡張が含まれます。詳細については、「リリース

14.0(2)で解決済みの問題（27ページ）」を参照してください。

サポートされるプラットフォーム

• VMware Horizon 8 2106

• Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7 CR 2106

• Unicon eLux RP 6 2104 LTSR

• Microsoft Windows 11 64ビットのシンクライアント

14.0(1)
このリリースには、バグ修正とマイナーな機能拡張が含まれます。詳細については、「リリース

14.0(1)で解決済みの問題（27ページ）」を参照してください。

サポートされるプラットフォーム

• Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7 CR 2103および LTSR 1912 Cu3

• Unicon eLux RP 6 2104 LTSR

14.0

サポートされるプラットフォーム

• iGel OSのサポート

詳細については、iGelのマニュアルを参照してください。

• VMware VDI環境でのMacOS VDIクライアントのサポート

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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• Apple MacOS Big SurおよびM1チップによるシンクライアントのサポート

Cisco Jabberのサポート

• Cisco Meeting Server：ロビー制御

• Ciscoヘッドセットと Linux用 Jabber VDIクライアントの統合

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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第 2 章

要 件

•一般的な要件（5ページ）
•要件ー HP Thin Pro（8ページ）
•要件—MacOS（9ページ）
•要件ー Ubuntu（10ページ）
•要件: Unicon eLux（11ページ）
•要件: Windows（12ページ）
•バージョンサポート戦略（14ページ）

一般的な要件
一般的な要件は、すべての VDI版 Cisco Jabber Softphoneプラットフォームに適用されます。

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

アクセサリ

推奨される音声およびビデオアクセサリのリストについては、http://www.cisco.com/c/en/us/products/
unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlの「Unified Communications Endpoint and Client
Accessories」を参照してください。

すべての Jabraデバイスが最新のファームウェアを実行していることを確認します。Jabra Direct
を使用してファームウェアを更新できます。

Windows版 Cisco Jabber
ホストされた仮想デスクトップ（HVD）で実行されているWindows版 Cisco Jabberのこのリリー
ス。

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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仮想環境の互換性の詳細については、リリースのCisco Jabberドキュメントを参照してください。

Cisco Unified Communications Manager
推奨：Unified CMリリース 11.5 (1) SU3以降

最小：Unified CMリリース 10.5

Mobile and Remote Access（MRA）向けの Cisco Expressway
推奨： Expressway X12.5

最小：Expressway X8.11.4

MRAを使用したVDI版Cisco Jabber Softphone では、認証にOAuth 2.0のみがサポートされます。
詳細については、『DeployingOAuthwithCiscoCollaboration Solution guide』を参照してください。

MRAでの JVDIは、collab-edge SRVが HVDから解決できることをサポートしていません。
この場合、JVDIへのソフトフォンの登録は失敗します。

SplitDNS（ネットワーク内外の異なるドメイン）でMRAでの JVDIの導入を使用する場合、
HVDで内部ドメインを検出しないでください。もし検出した場合、VDI版 Cisco Jabber
Softphone 登録も失敗します。クライアントが内部ドメインを検出しないようにする場合、
HVDに Jabberをインストールしている間は UPNを無効にします。

（注）

接続ブローカー:ホスト仮想デスクトップにインストール
• Citrix XenAppおよび XenDesktop 6.x、7.x（CR—最大 7.18、LTSR—最大 7.15 CU7）および
Citrix仮想アプリおよびデスクトップ 7（CR—最大 2012、LTSR—最大 1912 CU2）

• VMware Horizonバージョン 6.x～ 8.x

接続ブローカーは、ホスト仮想デスクトップへの接続を作成するソフトウェアです。接続ブロー

カーは、次のような多数のタスクを実行します。

•ユーザ名を検証し、ユーザの接続を提供します。

•ユーザが特定の仮想デスクトップに接続できるようにします。

オペレーティングシステム:ホスト仮想デスクトップにインストール
• Microsoft Windows 8.1（32ビット）

• Microsoft Windows 8.1 64（64ビット）

• Microsoft Windows 10（32ビット）

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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• Microsoft Windows 10（64ビット）

• Microsoft Windows 11 64ビット（Jabber VDI 14.0.3以降）

サーバオペレーティングシステム:ホスト仮想デスクトップにインス
トール

• Microsoft Windows Server 2012 R2

• Microsoft Windows Server 2016

• Microsoft Windows Sever 2019

ポート要件

VDI版Cisco Jabber Softphoneは、Cisco Jabberと同じポートと、次の追加のポート範囲が必要です。

表 1 :ポートの使用

説明ポート範囲

RTPの UDPインバウンドおよびアウトバウンドトラフィック
(音声およびビデオストリーム)

このポート範囲を減らすようにCiscoユニファイドコミュニケー
ションマネージャを設定できます。CSFデバイスに関連付けら
れている SIPプロファイルの開始/停止メディアポートの設定を
変更します。

16384-32767

サポートされるコーデック

サポートされるコーデック

オーディオコーデック

• G.722

• G.722.1 (24および 32k)

G.722.1はCiscoユニファイドコミュニケーションマネージャ8.6.1以降でサポートされます。

• G.711 A-law

• G.711 u-law

• G.729a

• Opus

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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Opusは、Ciscoユニファイドコミュニケーションマネージャ 11.0以降でサポートされていま
す。

ビデオコーデック:H.264/AVC

要件ー HP Thin Pro

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

HP Thin Proイメージには、必要な Citrixと VMwareのバージョンが含まれています。

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

HP Thin Proシンクライアント:ハードウェア

HP Thin Pro 6.2でテストされた次のクライアントハードウェアを推奨します。

• HP t520

• HP t530

• HP t620

• HP t630

• HP t730

• HP mt21

次のクライアントハードウェアを推奨します。これは、HP Thin Pro 7.1 SP 3.3でテストされてい
ます。

• HP t430

• HP t520

• HP t530

• HP t630

• HP t730

• HP mt21

HP ThinProプラットフォームイメージ

32-bit: HP ThinPro 6.2

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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64-bit: HP ThinPro 7.1 SP 3.3および 7.xバージョン

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

要件—MacOS

サポートされているオペレーティングシステム

VDI版 Cisco Jabber Softphone 14.0は、次のMacOSバージョンでサポートされています。

• Mojave（10.14）

• Catalina（10.15）

• Big Sur（11）

• Monterey（12）：14.0.3以降

ハードウェア要件

Mac版 Cisco Jabber要件：

2 GB RAM搭載されている RAM

1 GB物理メモリの空き容量

300 MBディスクの空き容量

次のいずれの Appleハードウェアの Intel Core 2 Duoもしくはそ
れ以降のプロセッサ

• iMac Pro

• MacBook Pro

• MacBook

• MacBook Air

• iMac

• Mac Mini

VDI版Cisco Jabber Softphone は、Apple M1プロセッサもサポー
トしています。

CPUの速度およびタイプ

USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）I/Oポート

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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Citrixおよび VMwareの要件

このリリースのMac OS用 VDI版 Cisco Jabber Softphone は、Citrixおよび VMware VDI環境で動
作します。Cisco JVDI Clientをインストールする前に、Citrix Receiverクライアントではなく、最
新の Citrix Workspaceクライアントまたは VMware Horizonクライアントをインストールする必要
があります。

• Citrix Receiver 13.0以降

• Citrix Workspace app 1808以降

• VMware Horizon View Clientバージョン 5.5、8.0、または 8.1

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

要件ー Ubuntu

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

Ubuntuデスクトップイメージ

• Ubuntu 14.04 32b LTS (i386)

• Ubuntu 16.04 64b-alpm LTS (AMD64)

• Ubuntu 18.04 64b-alpm LTS (AMD64)

• Ubuntu 20.04 64b-alpm LTS (AMD64)

サポートされているバージョンには、Ubuntu Minimalは含まれていません。（注）

Ubuntuシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小ハードウェア要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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• CPU: AMD G-T56N 1.65 Ghz、または Intel Core2Duo T7500 2.2 GHz

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

• Citrix Receiver 13.0以降

• Citrix Workspace app 1808以降

• VMware Horizon View Clientバージョン 4.x、5.x、および 8.x

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

要件: Unicon eLux

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

Unicon eLuxプラットフォームイメージ

• 64ビット : Unicon eLux 6.5

• 64ビット : Unicon eLux 6.8

• 64ビット : Unicon eLux 6.9

• 64ビット：Unicon eLux RP6 LTSR 2104 Cu2（リリース 14.0.4以降）

ELuxパッケージは、Unicon eLuxから使用できます。ダウンロードの検索については、eLuxサ
ポートにお問い合わせください。

Unicon eLuxシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小ハードウェア要件は次のとおりです。

• 1.6 GHzデュアルコアプロセッサ

• 2 GB RAM

ELux RP 5.7.0でテストされた次のクライアントハードウェアを推奨します。
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• HP T620デュアルコア/クアッドコア

• HP T630デュアルコア/クアッドコア

• HP T730

• Cisco VXC 6215

• Dell Wyse Z50D

Citrix Workspace Appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

Unicon eLuxには、必要な Citrixと VMwareのバージョンが含まれています。

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

公開されたアプリケーションモードとスクリーンに合わせるオプションはサポートされていませ

ん。

Cisco Anyconnect (任意)

vpnsystem v1.0-1

要件: Windows

このガイドに記載されているコンポーネント、バージョンおよび最小ハードウェア要件のみ

がサポートされています。サポートされていないコンポーネントを使用すると、展開が機能

しなくなる可能性があります。

重要

Microsoft Windowsシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小システム要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB

• CPUモバイル AMD Sempronプロセッサ 3600 +、2 GHz Intel Core 2 CPU、または T7400 (2.16
GHz

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）
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Microsoft Windows:シンクライアントにインストールされています。

• Microsoft Windows 8.1（32ビット）

• Microsoft Windows 8.1（64ビット）

• Microsoft Windows 10（32ビット）

• Microsoft Windows 10（64ビット）

• Microsoft Windows 11（64ビット）

VDI版 Cisco Jabber Softphone Windowsは、Microsoft .NET Frameworkまたは Javaモジュール
を必要としません。

（注）

Windows Embedded Standardシンクライアント:ハードウェア

シンクライアントの最小システム要件は次のとおりです。

•インストール済み RAM 2 GB

•物理メモリの空き容量 1 GB

•空きディスク容量 256 MB

• CPUのパフォーマンスは、ビデオの最大解像度に影響します。WindowsEmbedded Standardシ
ンクライアントでは、予想される解像度は CPUによって異なります。

•クアッドコア AMD GX-420CA SOC 2 GHzまたは類似の最大 720p

•デュアルコア AMD G-T56N 1.65 GHzまたは類似の240pまで

• Eden X2 U4200 1 GHzまたは同様の CPUを介したデュアルコアによる音声のみのサポー
ト

これらのハードウェア仕様は、予想される解像度のガイドラインに

すぎません。その他の要因は、ビデオの解像度に影響を与える可能

性があります。

（注）

• DirectX 11互換 GPU

• USB 2.0（USBカメラおよび音声デバイス用）

Windows Embedded Standard:シンクライアントにインストールされています。

• Windows Embedded Standard 7 (64ビット)

64-bit Systems (KB4019990)用のWindows Embedded Standard 8の更新が必要

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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• Windows 10 IoT Enterprise

Citrix Workspace Appまたは VMwareホライズンクライアント:シンクライアントにインストール
されています。

• Windows 4.4以降の Citrix Receiver（ICA）

• Windows 1808以降の Citrix Workspaceアプリ（ICA）

VDI版 Cisco Jabber Softphone は、Microsoftストアからダウンロー
ドされた Citrix Workspaceアプリをサポートしていません。

重要

• Windows 4.1.0以降の VMware Horizonクライアント

(バージョン 4.3および 4.4はサポートされていません)。

Citrix Workspace appまたは VMwareホライズンクライアントは、対応する接続ブローカーのユー
ザインターフェイスを提供します。

Cisco JVDIクライアントをインストールする前に、Citrixの受信側または VMwareホライズ
ンクライアントをシンクライアントにインストールします。

Citrix環境から VMware環境（またはその逆）に変更する場合は、Cisco JVDIクライアント
を再インストールします。

重要

VDI版 Cisco Jabber Softphoneは、VMWareおよび Citrix VDI環境の両方で、Windowsおよび Linux
シンクライアント用の全画面表示およびウィンドウ表示をサポートしています。

バージョンサポート戦略
• Windows版 Cisco Jabberおよび Cisco JVDI Agentの主要バージョン（N.A）は常に一致してい
る必要があります。ただし、JVDIクライアントのバージョンは同じであるか、または最大 2
つのリリース (N-1のサポート)にすることができます。

N.A-Cは、メジャーリリースの範囲を示します。x-zは、さまざま

なメンテナンスリリースの数を示します。これらの番号は、例とし

てのみ使用されます。

（注）

たとえば、リリースの範囲内で次のバージョンの組み合わせがサポートされています。

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.A(z)
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• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.B(z)

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.C(z)

上記の例は、単一のメジャーリリースでサポートされる範囲をカ

バーしています。新しいリリース番号（14.0など）で始まるメジャー
リリースの場合、JVDIクライアントは以前の2つのリリース（12.9
および 12.8など）でもサポートされます。

（注）

リリースの範囲内で次のバージョンの組み合わせはサポートされていません。

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.A(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.D(z)

• Windows版Cisco JabberリリースN.A(x)、Cisco JVDIAgentリリースN.B(y)、およびCisco
JVDI Clientリリース N.C(z)
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第 3 章

制限事項と制約事項

•一般的な制限（17ページ）
• Linux制限事項と制約事項（23ページ）
• MacOSの制限（23ページ）
• Windowsの制限事項（24ページ）

一般的な制限

コール制御アクセサリ

アクセサリコール制御 (通話量の調整、電話の応答または通話の終了、音声のミュート)は、互換
性のあるヘッドセットでサポートされています。他の一部のヘッドセットは基本的な機能を提供

しますが、アクセサリVDI版 Cisco Jabber Softphoneコール制御機能は使用できません。互換性の
あるヘッドセットとその他のアクセサリの完全なリストについては、https://www.cisco.com/c/en/us/
products/unified-communications/uc_endpoints_accessories.htmlを参照してください。

Jabra Bluetoothデバイスの設定の調整
ほとんどの Jabra Bluetoothデバイスでは、オーディオパスの立ち上げ時に短時間の遅延（約 1～
3秒）が発生します。サポートされている Jabra Bluetoothデバイスの場合、Jabra Directでデバイス
設定を変更すれば遅延をなくせます。詳細については、Jabraのウェブサイトをご覧ください。

始める前に

Jabra Directをインストールする必要があります。

手順

Step 1 Jabra Directを開きます。

Step 2 設定を変更する Jabraデバイスをクリックします。
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Step 3 [設定（Settings）]をクリックします。

Step 4 [ソフトフォン（PC）（Softphone (PC)）]をクリックして展開します。

Step 5 [優先ソフトフォン（Preferred softphone）]リストから、[Cisco Jabber]を選択します。

Step 6 [電話回線を開く（Open phone line）]を [オン（On）]に設定します。

Step 7 [PCオーディオ（PC audio）]を [オフ（Off）]に設定します。

Step 8 [適用（Apply）]をクリックします。

BFCPの共有および Citrix Workspace Appの保護
Citrix Workspaceのサポートされているリリースでのアプリ保護と、VDI版 Cisco Jabber Softphone
の BFCP共有が競合しています。ユーザが BFCP共有を使用するには、アプリ保護が、Citrix
Workspaceで無効になっている必要があります。

コール保持モード

「存続可能性」とも呼ばれるコールの保持は、VDI版 Cisco Jabber Softphoneではサポートされて
いません。ネットワークの中断が発生し、Cisco Jabberがコール保持モードになると、VDIユーザ
に対してコールがドロップされます。

カメラのホットスワップ

VDI版 Cisco Jabber Softphone では、通話の開始時にビデオの品質が設定されます。サポートされ
ている HDカメラのいずれかで通話を開始してから、標準解像度のカメラに切り替えると、ビデ
オの品質が影響を受けます。カメラの切り替えは、通話と通話の間で行うことをお勧めします。

接続方法の変更

JVDIクライアントをインストールする前に、必ず Citrixまたは VMwareをインストールする必要
があります。したがって、次のいずれかの変更を行った後に、JVDIクライアントを再インストー
ルする必要があります。

Linuxプラットフォーム

• Citrixまたは VMwareのアップグレード

• Citrixから VMware、または VMwareから Citrixへの切り替え

WindowsおよびMacプラットフォーム

• Citrixから VMware、または VMwareから Citrixへの切り替え
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Cisco Jabberの機能
VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0は、次を除き、すべてのWindows版 Cisco Jabberリ
リース 14.0向け機能をサポートしています。

•エージェントのグリーティング

•アプリケーション共有（Application sharing）

• [ハブ（Hub）]メニューからのオーディオデバイスの選択

•シスコヘッドセットファームウェアアップグレード通知 (Linux)

• Cisco Sunkist 730ヘッドセットプレゼンス LEDが Jabberと同期します (Linux)

• Cisco Unified Survivable Remote Site Telephony（SRST）

•チームメッセージングモードのカスタム連絡先

•遠端カメラ制御（FECC）

•連邦情報処理標準 140-2（FIPS 140-2）および情報保証（IA）のコンプライアンス

• H-264高プロファイルサポート

• IM専用画面共有

•改善されたビデオ解像度

• Cisco Jabber Jabberへのコール

• Cisco Jabberデスクフォンビデオ（シンクライアントがユーザのデスクフォンに接続してい
る場合にデスクトップ上に表示されるビデオ）

•ケルベロスおよび共通アクセスカード（CAC）とシングルサインオン（SSO）

VDI版 Cisco Jabber Softphone は CACをサポートせず、SSOでのみケルベロスをサポートし
ます。

• MRA登録のフェールオーバー

• PreferP2PDesktopShare（Cisco Jabber構成ファイルにある、ビデオ共有を介して人物間の画面
共有を優先順位付けするための構成パラメータ）

•スーパーバイザーバージ

•ワイヤレス画面共有

•ウィスパーアナウンスメント

•チームメッセージングモード用の XMPP連合
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シンクライアントにインストールされた Cisco Jabber
Cisco Jabberをシンクライアントにインストールしないことをお勧めします。Cisco Jabberをシン
クライアントにインストールする場合は、ユーザがホストされた仮想デスクトップにログインす

る前にCisco Jabberからサインアウトしてください。VDI版Cisco Jabber Softphone は、Cisco Jabber
が HVDにインストールされている場合にのみ動作します。

Ciscoメディアサービスインターフェイスとデュアル VLAN
Cisco Media Services Interface (MSI)およびデュアル VLANは、このリリースではサポートされて
いません。

エコーキャンセレーション

エコーキャンセレーションは、音声コールに対してのみ有効になります。

GPUパススルー
VDI版 Cisco Jabber Softphone Cisco Jabberが VDI最適化モードで動作するかどうかを判断するに
は、表示アダプタ名によります。VDI版 Cisco Jabber Softphone は、部分文字列「Citrix」または
「VMWare」を含む表示アダプタ名のみをサポートします。

ディスプレイアダプタに HVDダイレクトアクセスができるように GPUパススルーを設定する
と、ディスプレイアダプタ名には必要な部分文字列が含まれません。したがって、VDI版 Cisco
Jabber Softphone は導入を非 VDIと誤って識別します。

この問題を回避するには、次の項目を HVDのWindowsレジストリに追加します。

[HKEY_CURRENT_USER\Software\Cisco Systems, Inc.\JVDI] "isVDIEnabled"="true"

登録を編集した後、Cisco Jabberを再起動します。

Citrixを使用したリアルタイムのWebcamの HDX
VDI版Cisco Jabber Softphone カメラのHDXプラグアンドプレイはサポートされていません。Citrix
カメラのインタラクションに HDXWebcamを使用することを推奨します。

Jabraファームウェア
すべての Jabraデバイスが最新のファームウェアを実行していることを確認します。Jabra Direct
を使用してファームウェアを更新できます。詳細については、Jabraのウェブサイトをご覧くださ
い。
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Jabber VDIフォールバックモード
Jabber VDIフォールバックモードは、VDIが仮想チャネルを確立できない場合に、基本的な音声
コールとビデオコールを短期的にサポートします。フォールバックモードは、標準コールとコー

ル録音をサポートします。すべての機能セットはサポートされていません。たとえば、フォール

バックモードで録音しているコールを転送することはできません。スイッチがフォールバックモー

ドになる原因となるサーバまたはネットワークの問題が原因で、コール品質が低下します。

フォールバックモードのマイクレベル

ユーザがヘッドセットをのプラグを抜き差しすると、VDIのフォールバックモードではマイクの
レベルが 54%にリセットされます。これは Citrixオーディオデバイスマッピングの問題です。

フォールバックモードのセルフビュー

VDIフォールバックモードでは、セルフビューが Citrix HDXWebカメラまたは VMware仮想Web
カメラで表示されないことがあります。

複数のホストされた仮想デスクトップセッション

VDI版 Cisco Jabber Softphone は、複数の HVDセッションで、期待どおりに動作しない場合があ
ります。電話サービス接続には影響はありませんが、ビデオの場合やビデオをプレビューする際

に、ビデオまたはセルフビューの位置が間違っている場合があります。

リモートディスプレイプロトコルのサポート

VDI版 Cisco Jabber Softphone は、次のプロトコルのみをサポートしています。

• Citrix ICA

• VMware: PCを介した IP (PCoIP)および VMwareブラスト

リモート問題レポートツール（PRT）
仮想チャネル接続が切断されている場合、リモート PRT機能は動作しません。

1つのセッションでホストされる仮想デスクトップ（Windows Server
2019）

このバージョンの VDI版 Cisco Jabber Softphone は、1つのセッションでホストされる仮想デスク
トップ（HVD）としてWindows 2019をサポートしていません。Windows 2019が VMware VDI環
境でシングルセッションのデスクトップであり、Jabber forWindowsがVDIモードで実行されてい
ない場合は、次の回避策を使用してください。
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HVDのWindowsレジストリに次のように追加します。
[HKEY_CURRENT_USER\Software\Cisco Systems, Inc.\JVDI] "isVDIEnabled"="true"

レジストリを編集した後、Cisco Jabberを再起動します。

SIPプロファイル
Ciscoユニファイドクライアントサービスフレームワーク (CSF)デバイスを作成する場合は、デ
バイスのSIPプロファイルを指定します。SIPプロファイルでは、登録タイマーおよびキープアラ
イブタイマー、メディアポート、サイレント制御など、電話機の特定の SIP情報を提供します。

認証局プロキシ機能（CAPF）を使用して、Jabber for Windowsのホストされたデスクトップバー
ジョンの電話証明書を管理できます。CAPF証明書の操作を [保留中の操作なし（No Pending

Operation）]から [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]に変更すると、ユーザは
Jabber for Windowsをリセットし、サインインして証明書のインストールを完了する必要がありま
す。

認証局プロキシ機能（CAPF）を使用する場合は、[認証モード（Authentication Mode）]に
[Null文字列で（By Null string）]を選択しないでください。

この設定により、Cisco Unified Communications Managerへの VDI版 Cisco Jabber Softphone 登
録が解除されます。

重要

VMwareビューでは、USBカメラリダイレクションはサポートされて
いません

USBカメラリダイレクションは、VMwareビューではサポートされていません。

ビデオコーデックのパフォーマンス

ソフトウェアのデコードは CPUに大きく依存します。下位の Cpuを使用したCisco JVDI Clientの
推定 cpu使用率は次のとおりです。

• 1.5Ghz、デュアルコア CPU：65%（55～ 75%）

• 1.5 GHz、クアッドコア CPU：35％（25〜45％）

組み込みのハードウェアデコーダを搭載したカメラを使用すると、CPUの負荷が軽減されます。

VMwareのサポート
VDI版Cisco Jabber Softphoneの12.8以降では、表示スケーリングモードがサポートされています。
ユーザは [VMwareオプション（VMware Options）]メニューを確認し、[スケーリングの表示を許
可（Allow Display Scaling）]がオフになっていることを確認する必要があります。
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VDI版 Cisco Jabber Softphoneは、VMWareおよび Citrix VDI環境の両方で、Windowsおよび Linux
シンクライアント用の全画面表示およびウィンドウ表示をサポートしています。

音声メッセージの録音

Windows Server 2019環境では、VDI版 Cisco Jabber Softphone は、ボイスメッセージを録音できな
い場合があります。この問題を解決するには、HVDのマイクのプライバシー設定を確認し、必要
に応じてアプリがマイクにアクセスできるようにします。

Linux制限事項と制約事項

重複するオーディオデバイス

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 12.9(3)以降では、使用可能なすべての内蔵スピーカーとマ
イクが表示されます。VDI環境でデバイスを管理する方法が原因で、インターフェイスで入力お
よび出力ソースのエントリが重複している可能性があります。

プレゼンスの機能拡張

プレゼンスの機能拡張は HP Thin Proでは機能しません。

サポートされていない Citrix Workspaceアプリの機能
Linux向け Citrix Workspaceアプリ 2112以降では、Citrixパラメータ AudioRedirectionV4を有効に
して、Citrixセッションで使用可能なすべてのローカルオーディオデバイスをその名前で表示で
きます。

JVDIでは、この Citrix機能をサポートしていません。

MacOSの制限

マルチモニタ

MacOSでは、VDI版Cisco Jabber Softphone は全画面モードでの複数の物理モニタをサポートしま
せん。Citrix Workspaceでは、[全画面で表示すべて使用（Use all displays in full screen）]設定を必
ずオフにする必要があります。この設定では、現在のディスプレイで全画面モードがサポートさ

れています。

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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Windowsの制限事項

マルチモニタ

Windowsでは、VDI版 Cisco Jabber Softphone は、Citrix Workspaceアプリの複数仮想モニタ (「モ
ニタレイアウト」機能)をサポートしません。

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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Windowsの制限事項



C H A P T E R 4
不具合

•バグのシビラティ（重大度）レベル（25ページ）
•バグの検索（26ページ）
•リリース 14.0(3)で未解決の問題（26ページ）
•リリース 14.0(3)で解決済みの問題（26ページ）
•リリース 14.0(2)で未解決の問題（27ページ）
•リリース 14.0(2)で解決済みの問題（27ページ）
•リリース 14.0(1)で未解決の問題（27ページ）
•リリース 14.0(1)で解決済みの問題（27ページ）
•リリース 14.0で未解決の問題, on page 28
•リリース 14.0で解決済みの問題, on page 28

バグのシビラティ（重大度）レベル
既知の不具合またはバグには、不具合の優先度を示す重大度レベルが設定されています。これら

のリリースノートには次のバグタイプが含まれています。

•シビラティ（重大度）レベル 1または 2のすべてのバグ

•重大度レベル 3の重要なバグ

•重大度レベル 6の機能拡張要求を除く、お客様が発見したすべてのバグ

説明重要度

ほぼ一般的な状況において、システム全体が機能不全に陥る、または主なサブ

システムの動作が停止する、またはネットワーク上の他の装置が妨害を受ける

が、回避策がありません。

1壊滅的
（Catastrophic）

重要な機能が使用できなくなり、回避策がありません。その他の機能および残

りのネットワークは正常に動作します。

2重大（Severe）

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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説明重要度

異例の状況で機能不全に陥るか、重要度の低い機能がまったく使用できなくな

ります。または、その他の機能不全に陥りますが影響を小さくする回避策はあ

ります。

ドキュメンテーションバグの最も高いレベル。

3中程度
（Moderate）

極めて異例の状況で機能不全に陥りますが、動作は基本的に特に操作しなくて

も回復します。ユーザは回避策を講じる必要はなく、パフォーマンスへの影響

は許容範囲内です。

4軽微（Minor）

システムの機能に対する悪影響はありません。5表面的
（Cosmetic）

新機能または機能改善に対する要求です。6機能強化
（Enhancement）

バグの検索
ここに示されていないバグを検索するには、バグ検索ツールを使用します。

手順

Step 1 バグ検索ツールにアクセスするには、 https://tools.cisco.com/bugsearch/searchをクリックします。

Step 2 自分の Cisco.comのユーザ IDとパスワードでサインインします。

Step 3 特定の問題の情報を検索するには、[検索（Search for）]フィールドにバグ ID番号を入力してEnter
を押します。または、製品およびリリースで検索できます。

詳細については、バグ検索ページの右上にある [ヘルプ（Help）]をクリックしてください。

リリース 14.0(3)で未解決の問題
このリリースに未解決の不具合（バグ）はありません。

リリース 14.0(3)で解決済みの問題
説明重大度警告 ID番号

Jabberでオーディオストリームが突然停止する2CSCvy40988

VDI版 Cisco Jabber Softphoneリリース 14.0のリリースノート
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不具合

バグの検索

https://tools.cisco.com/bugsearch/search
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvy40988


説明重大度警告 ID番号

citrixセッションの再接続後に Jabber VDIカスタムステータスが
失われる

2CSCvz79812

大規模な CMS会議中に Jabber For Windowsの応答が遅くなる3CSCvz44805

Jabber JVDI展開 -グレーのビデオ3CSCvz75206

Jabber VDIで画面共有を無効にできない3CSCwa33411

prtを生成する vdiの Jabberがタイムアウトする3CSCwa38601

リリース 14.0(2)で未解決の問題
このリリースに未解決の不具合（バグ）はありません。

リリース 14.0(2)で解決済みの問題
説明重大度警告 ID番号

Jabber VDIビデオのブラックスクリーン -バージョン 143CSCvy80559

リリース 14.0(1)で未解決の問題
このリリースに未解決の不具合（バグ）はありません。

リリース 14.0(1)で解決済みの問題
説明重大度警告 ID番号

OpenSSLの評価 vxme 2021年 3月の脆弱性2CSCvx82792

PSTN片方向オーディオの問題（cisco.com）2CSCvz44632

古いライブラリの Cisco Jabber VDIの既知の脆弱性3CSCvv06425
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不具合

リリース 14.0(2)で未解決の問題

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvz79812
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvz44805
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvz75206
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwa33411
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCwa38601
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvx82792
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvx82792
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvz44632
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv06425


リリース 14.0で未解決の問題
説明重大度警告 ID番号

vxmeでの QuoVadisルート CAの廃止2CSCvx00555

古いライブラリの Cisco Jabber VDIの既知の脆弱性3CSCvv06425

使用されている暗号化されていない RTCPおよび STUNプロト
コル

4CSCvv06418

リリース 14.0で解決済みの問題
説明重大度警告 ID番号

libjpegの複数の脆弱性2CSCvu89114

Raccoon攻撃が TLS仕様の欠陥を悪用する2CSCvv74185

Jabber VDIは、選択的コール録音の録音トーン再生を開始しま
す。

3CSCvu82405

新規インストール後のWindows版 Jabber VDIのクラッシュ3CSCvw35385

JVDIを使用する Jabber 12.9.2がピックアップグループにいると
きに音声コールアラートを受信しない

3CSCvw37435

Jabber JVDI：アドホック会議に 4番目の会議参加者を追加でき
ない

3CSCvw53618

CitrixWorkspace 2012で、CitrixHDXWebカメラまたは FaceTime
HDカメラが動作しない

3CSCvw77492

Jabber 12.9の eLux RP 6で、内蔵マイクが機能しない3CSCvw82368

opensslの複数の脆弱性4CSCvs60636

JVDIクライアントインストールファイルが予期しない場所にイ
ンストールされる

5CSCvx13782
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不具合

リリース 14.0で未解決の問題

https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvx00555
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv06425
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv06418
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu89114
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvv74185
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvu82405
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvw35385
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvw37435
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvw53618
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvw77492
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvw82368
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvs60636
https://bst.cloudapps.cisco.com/bugsearch/bug/CSCvx13782


翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


